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パ ネ ル

よ

っ

て
、

驚
く
べ

き

早
さ

で

消

化
さ

れ
、

日

本
語
に

お

け
る

キ
リ
ス

ト

教

研
究
書
と

な
っ

て

刊
行
さ

れ

た
。

植
村
の

『

真
理
一

斑
』

（
一

八

八

四

年）

は

そ

の

点
で

画

期
的
な

意
義
を

有
し
て

い

る
。

し
か

し
、

第
】

世
代
の

キ

リ
ス

ト
教
研
究
者
は、

い

わ

ゆ
る

専
門
的
な

研
究

者
で

は

な

く
、

基
本
的

に

は

キ

リ
ス

ト

教
会
の

指
導
者
で

あ
っ

た

点
を

忘
れ

る

こ

と

は

で

き

な

い
。

こ

う
し

た

キ

リ

ス

ト
教

研
究
の

あ
り

方
は
、

し
ば
ら
く
す

る

と
、

一

方
に

お

け

る、

キ

リ
ス

ト
教

会
あ
る
い

は

そ

れ
に

依
拠
し
た

神
学
と
、

他

方
に

お

け

る、

近

代
的
学
問
と

し

て

の

キ

リ
ス

ト
教
研

究
と

の

問
の

緊
張

を
生
じ

る

こ

と
に

な

る
。

植
村
が

関
わ
る

こ

と

に

な
っ

た
新

神
学
問
題

、

そ

し
て

そ

の

後
の

海
老
名
と

の

キ

リ
ス

ト

論
論
争
（
］

九
〇
一

10

二

年
）

は
、

キ

リ
ス

ト

教
研
究
に

お

け
る
教
会

神
学
と

近

代
的

学
問
と

の

対

立
の

顕
在
化
と
解
す
る

こ

と

が
で

き

る
。

こ

の

対
立
は

現
代
に

及
ん

で

い

る
。

　

戦
前
の

キ

リ
ス

ト

教
研
究
も、

大
正

期
以

降
の

第
二

世
代
の

研
究
者
に

な
る

と、

個
々

の

研
究

領
域
で

の

研
究
の

深
ま
り
が

み

ら

れ
る

よ

う
に

な

り、

同
じ

欧
米
の

キ
リ
ス

ト

教
研

究
の

紹
介
で

あ
っ

て

も、

そ

れ
は

本
格

的
で

体
系
的
な

仕
方
で

行
わ

れ
る
よ
う
に

な

る
。

そ

の

意
味
で
、

現
代
に

至

る
、

日

本
に

お

け
る

キ
リ
ス

ト

教
研

究
の

基
盤
は
、

こ

の

第
二

世
代
の

砺
究
者
に

よ
っ

て

形
成
さ
れ
た

と

言
う
こ

と

が

で

き

る
。

こ

れ

は
、

第
二

世
代
の

研
究
者
の

活
動
の

場
が

、

キ
リ
ス

ト

教
会
や

神
学
校
に

限
定
さ
れ

ず、

帝
国
大

学
に

ま

で

広
が

っ

た

こ

と

に

も

関
連
し

て

い

る
。

こ

う
し
た

動
向
は

、

宣
教

師
か

ら

始
ま
り

教
会
と

神
学
校
に

根
付
い

た
教

会
的
神
学

的
な
キ

リ

ス

ト
教
研
究
か

ら
の
、

近
代
的
な

学
と

し

て

の

キ
リ
ス

ト

教
研

究
の

自
立
と

解
す
る

こ

と

が
で

き
る

が
、

そ
れ

は、

欧
米
の

キ

リ

ス

ト
教

研

究
の

紹
介
に

お

い

て
、

英
語
圏
の

キ

リ

ス

ト

教
研
究
か

ら
ド
イ

ツ

語
圏

の

キ
リ
ス

ト

教
研
究
へ

の

シ

フ

ト

が
生
じ
て

い

る

こ

と

か

ら

も
伺
え
る

。

ま

た

こ

の

時

期
、

キ

リ

ス

ト

教
研
究
は

多
様
な

動
向
へ

と

分

岐
す
る

こ

と

に

な
る

。

こ

う

し
た

中
で
、

キ
リ

ス

ト

教
研
究
の

学
問
的
な
基
盤
は

確
立

さ

れ
た

の

で

あ
る

。

た

と

え

ば、

波

多
野

宗
教

哲
学
は、

戦

前
日
本
に

お

け

る
キ
リ
ス

ト

教
研
究
の

精
華
と

言
う

こ

と

が
で

き

る
。

　

以
上
の

概
観
か

ら

わ

か

る

よ

う
に、

戦

前
日

本
の

キ

リ
ス

ト
教

研
究

は、

欧
米
の

キ

リ
ス

ト

教
研
究
の

流

行
に

依
存
し、

そ

れ

を
追
跡
す
る

こ

と

を

主
要
な

課
題
と

し

た

も

の

で

あ
っ

て、

そ

の

限
界
を
指

摘
す
る

こ

と

は

難
し

く
な

い
。

し
か

し
、

第
一

世
代
か

ら

第
二

世
代
の

研
究

者
が
据
え

た
土

台
こ

そ

が
、

戦
後
か

ら

現
代
に

至
る

キ

リ
ス

ト

教
研
究
の

基
盤
を

な

し
て

い

る
こ

と
に

つ

い

て

は
、

正
当
な

評
価
を

行
わ

ね

ば
な
ら
ず、

現
代

口

本
の

キ
リ

ス

ト
教
研

究
に

も、

そ
の

批
判
的
継
承
が

求
め

ら
れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

戦
前
日

本
に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究

後

藤

明

江
戸

時
代
の

日
本
11
漢

字
を

媒
体
と

す

る

学
問
11
儒
学
（
宋
学）
＋

仏
教
学

（
漢
訳

仏
典
学
）

　
た
だ
し

、

漢
語
に

よ
る

キ

リ
ス

ト
教

学
と

回

教
学
（

イ

ス

ラ

ー
ム

学
）

　
は

無
視

　
新
井
自
石

『

采
覧
異
言
』

（
一

七
一

三

成
立

、

二

五

年
補
訂）

　
　

　
　

　
『

西
洋
紀
文
』

（
一

七
一

五

年
成
立、

二

五

年
補
訂
）
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西
川
如
見
『

増
補
華
夷
通
商
考
』

（
一

七
八

〇
年
刊
）

　

　
い

ず
れ
も
地
理

的
知
識
の

披
露
1ー
イ
ス

ラ
ー
ム

の

思
想
に

は

寡
黙

江

戸
時
代
の

蘭
学
1ー

ユ

ダ
ヤ

、

キ

リ
ス

ト
、

イ
ス

ラ

ー
ム

な
ど

の

宗
教
研

究
は

含
ま

ず

　

幕
末
か

ら、

洋
学
（

英
語
な

ど

に

よ
る

学
問
）

が
導
入
冂

宗
教
は

無
視

　

中
東
を

経
由
し

て

西
欧
諸
国
と

往
復
し
た

日
本
人
h
イ
ス

ラ

ー

ム

に

は

　

無
頓
着

明

治
初
期
か

ら
大
正
1ー
ム

ハ

ン

マ

ド
伝
の

執
筆

　

林
董
訳
述
『

マ

ホ

メ

ッ

ト

伝
』

（

明
治
九

年、

一

八

七
六

年）

　

　
英
語
の

本
『

詐

欺
師
マ

ホ

メ

ッ

ト
』

の

翻
訳

　

以
後
は

英
雄

・

英

傑
マ

ホ

メ

ッ

ト

日

本
人
ム

ス

リ
ム

の

誕
生
と
メ

ッ

カ

巡
礼
11
思
想
的
な

裏
づ

け
は

希
薄

　
一

九
〇
二

年
ご

ろ

山
田

寅
次
郎
（
ト
ル

コ
V

と

有
賀
文
八

郎
（

イ
ン

ド）

　

山
岡
光
太
郎
が
一

九
〇
九

年
に

メ

ッ

カ

巡

礼

日

露
戦
争
と

汎
イ
ス

ラ

ー

ム

主

義
11
日

本
へ

の

期
待
と

イ
ス

ラ

ー
ム

の

日

本
へ

の

布
教

　
ア
ブ
デ
ュ

ル

レ

シ

ト
・

イ
プ
ラ

ヒ

ム

（
一

九

〇
九
年
来
日）

11
政
治
目

　

的
が
主

　
日

本
の

ア
ジ
ア

主

義
（
大
ア

ジ

ア
主
義）

者
と

意
見
交
換

　
三

三

年
に

再
来
日

、

三

八

年
に

東
京
モ

ス

ク

ーー

イ
ス

ラ

ー
ム

へ

の

知

的

　

関
心
目

井
筒
俊
彦

、

前
嶋

信
次

大

東
（

大
東
亜
）

と

回
教
（
イ
ス

ラ

ー
ム
）

問
題

　

大
東
（

大
ア
ジ

ア
）

の

地
理

的
範
囲
11
中
東
ま
で

を

視
野
に

入
れ
た
人

　
も
い

る

　

満
州
事
変
か

ら

支
那
事
変
へ

11
北
支
の

回
教

徒
対
策
”

南
進
論
の

台
頭

　
鮭

南
洋
の

回

教
徒

　

外

務
省
調
査
局
『

回

教
事
情
』

　

大
日

本
回
教
協
会
『

回
教
世
界
』

　

　
林
銑
十
郎
理
事
長
11
陸
軍
の

工

作
機
関
と

み
な
さ

れ

る

　

　
戦
後
の

日

本
イ
ス

ラ

ム

協
会

『

イ
ス

ラ

ム

世
界
』

　

東
亜

経
済

研
究
所
『

新
亜

細
亜
』

巨

大
川
周
明
u
満
鉄

　

回

教
圏
研
究
所
『

回
教

圏
』

11
大
久

保
幸
次
11
蒙
疆
協
会

　

　
本
格
的
な

思
想
研
究
は

少
な
い

冂

ト

ル

コ

語
と
ペ

ル

シ

ア

語
が
中
心

　

　
で
、

ア

ラ

ビ

ア
語
は

不
足

　

　
戦
後
に

雑
誌
は

復
刻

大

川
周
明
と

『

回
教
概
論
』

　
ア

ラ

ビ

ア

語
の

知
識
に

は

疑
問
符
が

つ

く

研
究
者
の

姿
勢
と

戦
後
団

大
部
分
の

研
究
者
は

他
分
野
に

転
向

　

数
名
を
除
い

て、

戦
後
は

別
な

世
代
が

研
究
を
担
う

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま
と

め

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
星

　
野

　
英

紀

　
戦
前
日

本
に

お

け
る
海
外
諸
宗
教
の

研
究
は、

戦

前
の

国
家
政

策
と

直

接
的
に

関
係
し

て

い

た
面
も

多
く、

後
世、

厳
し

い

批
判
を
受
け
る
こ

と

に

な
っ

た
。

し

か

し、

戦
前
の

す
べ

て

の

海
外
宗
教
研
究
を
一

括
り
に

否

定
的
評
価
を

下
す
こ

と

は

で

き

な
い

の

で

は
な
い

か
。

六

〇
年
以
上
が
経

過
し

た

今
日、

戦
前
に

お

け
る
海
外
宗
教
研
究
の

意
義
を
改
め

て

虚
心
坦
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